
別紙２ 

 

特定施設の使用の方法 

 

工場又は事業場に 

おける施設番号 
1 酸洗浄装置 ２ 脱脂装置 

特定施設号番号 

及び名称 

65 酸又はアルカリによる表面処理施

設 

65 酸又はアルカリによる表面処理施

設 

設 置 場 所       添付 A-1 図のとおり 添付 A-1 図のとおり 

操 業 の 系 統       添付 A-2 図のとおり 添付 A-2 図のとおり 

使用時間間隔 ８：３０～１７：００ ８：３０～１７：００ 

１日当たりの使用時間 ８時間 ８時間 

使用の季節的変動 なし なし 

原材料(消耗資材 

を含む。)の種類、 

使用方法及び１日 

当たりの使用量 

硫酸５００kg 水酸化ナトリウム２５０kg 

 

 

汚

水

等

の

汚

染

状

態 

種類・項目 通  常 最  大 通  常 最  大 

ｐＨ 

ＢＯＤ 

ＣＯＤ 

ＳＳ 

Ｃｕ 

２．５～４．０ 

１５ 

１５０ 

４０ 

 

２０ 

３００ 

６０ 

10.5～11.3 

１０ 

２００ 

３０ 

１０ 

 

２０ 

４００ 

５０ 

２０ 

 

汚水等の量 

（ｍ3／日） 

通  常 最  大 通  常 最  大 

１５ ３０ １５ ３０ 

 

その他参考と 

なるべき事項 

  

備考 汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について 

  記載すること。 



別紙３ 

 

汚水等の処理の方法 

 

工場又は事業場に 

おける施設番号 
Ｎｏ、１（工程排水処理施設） Ｎｏ、２（生活排水処理） 

処理施設の設置場所 別添図のとおり 別添図のとおり 

設置年月日       年  月  日       年  月  日 

工事着手予定年月日 平成○○年○○月○○日 平成○○年○○月○○日 

工事完成予定年月日 平成○○年○○月○○日 平成○○年○○月○○日 

使用開始予定年月日 平成○○年○○月○○日 平成○○年○○月○○日 

種類及び型式 自動式 合併処理浄化槽（５０人槽） 

構   造 鋼板製（一部コンクリート製） コンクリート製 

主要寸法      別添図のとおり 別添図のとおり 

能   力 ６０ｍ３／日 ２０ｍ３／日 

処理の方式 中和＋凝集沈殿＋砂ろ過 接触ばっ気 

処理の系統 別添図のとおり 別添図のとおり 

集水及び導水の方法 別添図のとおり 別添図のとおり 

使用時間間隔 連続 連続 

１日当たりの使用時間 １２時間 ２４時間 

使用の季節変動 なし なし 

消耗資材の       

１日当たりの 

用途別使用量 

水酸化ナトリウム７㎏ 

ＰＡＣ １５㎏ 

次亜塩素酸カルシウム０．６㎏ 

汚

水

等

の

汚

染

状

態

及

び

量 

種類・項目 通  常 最  大 通  常 最  大 

処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 

ｐH 

B0D 

C0D 

SS 

Cｕ 

大腸菌群数 

１．０ 

１５ 

２００ 

３５ 

１０ 

６～８ 

８ 

８ 

８ 

不検出 

 

２０ 

３００ 

５５ 

２０ 

 

１０ 

１０ 

１０ 

１ 

５～９ ６～８  

２００ 

２００ 

１５０ 

 

２０ 

２５ 

２０ 

 

＜３０００ 

量（ｍ3／日） ４０ ６０ １０ １５ 

残さの種類、１月間の種 

類別生成量及び処理方

法 

汚泥１．０ｔ／月 

脱水処理後業者に処分委託 

（収集・運搬・処分○○興業㈱） 

汚泥０．１ｔ／月 

市指定業者に処分委託 

（○○○清掃公社） 

排出水の排出方法 別添図のとおり 別添図のとおり 

その他参考と 

なるべき事項 

排出水の排出先： 

側溝→太田川→信濃川 

排出水の排出先： 

側溝→太田川→信濃川 

 備考 １ 汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項につ 

     いて記載すること。 

    ２ 排出水の排出方法の欄には、排水口の位置及び数並びに排出先を含め記載すること。 



別紙４ 

 

排出水の汚染状態及び量 

 

工場又は事業場にお

ける施設番号 
排水口 A 排水口 B 

 

 

 

排

出

水

の

汚

染

状

態 

種類・項目 通  常 最  大 通  常 最  大 

ｐH 

BOD 

COD 

SS 

Cu 

大腸菌群数 

5.8～8.6 

８ 

１０ 

８ 

不検出 

 

１０ 

１５ 

１０ 

１ 

5.8～8.6  

２０ 

２５ 

２０ 

 

＜３０００ 

排出水の量 

（ｍ3／日） 

通  常 最  大 通  常 最  大 

４０ ７５ １０ １５ 

その他参考と 

なるべき事項 

 

 備考 排出水の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について 

   記載すること。 



別紙６ 

 

用水及び排水の系統 

 

用水及び排水の系統  

用 途 別 

用水使用量 
用    途 使  用  水 用水使用量（ｍ3／日） 

製品処理洗浄水 上水道 ３０ 

冷却水 上水道 １５ 

生活系用水 上水道 １０ 

   

   

   

上水道 

（４５㎥/日） 

金属表面 

処理施設 

冷却水 

（循環ﾌﾞﾛｰ水） 

排 水 処 理 施

設 

排水口Ａ 

(40m3/日) 

上水道 

（10 ㎥/日） 

生活排水 

（合併処理浄化槽） 

排水口Ｂ 

(10m3/日) 

(15 ㎥/日) (30 ㎥/日) 

(30 ㎥/日) (10 ㎥/日) 

(40 ㎥/日) 

(10 ㎥/日) 



参考事項 
資本額 円 従業員数 人 

主要製品  操業時間  

産業分類 
（細分類） 

番 号 業種名 敷地面積 ㎡ 

  建物面積 ㎡ 

付近見取図 
（案内図） 下図のとおり 電話番号  

担当部課名  担当者  

届出に係る履歴 

施設番号 届出の根拠 受付年月日 届出の概要 
    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

総務省の日本標準産業分類によ

るものを記入してください。 


